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本講演では的場聖明氏が、自身らの研究結果を交えながら、心房細動スクリーニングや
心不全モニタリングにおける心電計付き血圧計の有用性について紹介した。
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心房細動

　未診断例の多くに脳梗塞リスクあり
　日本における心房細動患者数は70万人以上と推定され
ている。年齢層別に見ると有病率は60歳を境に急増し、80
歳以上では男性の4.4%、女性の2.2%を占めるとされる1）。
　注意すべきは、診断されていない心房細動の存在であ
る。米国で実施された逆算法を用いた後ろ向きコホート
研究2）によると、心房細動の推定有病者数は533万人で、
うち70万人が未診断であると報告されている。未診断例
のCHADS2スコアの分布を見ると1以上が77%、 2以上
が56%で、脳梗塞リスクとの関連が示唆された。
　持続性心房細動は、健康診断や人間ドックなどでの心
電図検査により見つけることができる。発作性心房細動
の検出には、24時間ホルター心電計の他、症状が現れた
際に心電図波形を測定できる携帯心電計が役立つ。しか
し、無症候性の心房細動は検出が難しく、脳梗塞を発症
して初めて診断されるケースも少なくない。脳梗塞予防
の観点からも、無症候性の心房細動をいかに発見するか
が重要な課題となっている。

 　HCR-7800Tは感度99～100％、 
　特異度85～86％の精度で心房細動を検出
　われわれは、2019～20年に京都市内で実施した市民
公開講座に参加した65歳以上の高齢者1,607例（平均
年齢72.4歳、女性51.5％、高血圧既往例39.1％、
CHA2DS2-VAScスコア2以上85.1％）を対象に、HCR-
7800T（オムロン ヘルスケア社製心電計付き上腕式血圧
計）を用いて未治療心房細動のスクリーニング研究を行っ
た3）。その結果、新たに0.93%（15人）で心房細動が検出
され、25％で高血圧（収縮期血圧140mmHg超または拡

張期血圧90mmHg超）が見つかった。また、高血圧既往
例および非既往例における心房細動検出率はそれぞれ
1.59％、0.51％であり、高血圧既往例では心房細動リス
クが3倍超に上ることが示唆された。
　HCR-7800Tは、１台で血圧測定と心電図記録を同時に
行える医療機器である。スマートフォンアプリOMRON 
connectを起動した状態で腕にカフを巻き機器の電極に
触れると、血圧測定と心電図記録がスタートし、約30秒
で終了する。測定された心電図データはスマートフォンに
転送され、「正常な洞調律」「心房細動の可能性」などの解
析結果が表示される。カテーテルアブレーションを受け
る持続性心房細動患者において、医師による12誘導心電
図の解析と比べたHCR-7800Tの自動解析の感度・特異
度は100％・86％、医師によるHCR-7800T記録の解析
の感度・特異度は99％・85％であった4）。
　家庭用血圧計の普及により、自宅で血圧を測る習慣は
広く浸透している。自宅で血圧測定と同時に心電図を記
録することは無症候性心房細動の発見につながり、患者
の意識向上にも役立つと考える。　

心不全

 　緊急度を点数で明示した心不全手帳で
　適切な受診行動の促進を目指す
　心不全患者は世界中で急増しており、有病者は6,434
万人と推計されている5）。高齢化が進む日本においても心
不全患者の増加は続くと予想され、いわゆる心不全パン
デミックの到来が危惧される。心不全患者が良好な予後
を得るには、適切な自己管理により心不全増悪を防ぐこと
が重要となる。
　自己管理には心不全手帳が活用されるが、欠かさず記
録していても心不全が悪化し救急搬送されるケースもあ
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※1：MCIのスケール。30点満点中25点以下をMCIと診断　
※2： 臨床虚弱（フレイル）尺度。｢虚弱｣ の程度を評価するスケールで、

9段階に分類されている。高スコアほど虚弱の程度が高い
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●アプリシステム：OMRON connect および
　HMSシステム（プログラム医療機器ではない）

自覚症状
記録　

Device

体重
血圧
心電図
自覚症状

被験者（心不全患者） 医師

外来時に確認

Web ブラウザでの確認画面

※機器およびアプリシステムは全てオムロン ヘルスケア社製

息切れ

●オムロン 心電計付き
　上腕式血圧計
HCR-7800T（医療機器）

●オムロン 体重計
HN-300T2
（非医療機器）

HMS
Health Data

monitoring system

めまい

胸の痛み吐き気動悸

疲労 その他

心不全モニタリングシステムで使用した機器およびシステム環境図

り、手帳をモニタリングや受診行動につなげるツールとし
て活用するには、工夫の余地がある。京都府では、京都
心不全ネットワーク協議会に参加する多職種のメンバー
が作成した心不全手帳を使用している。この手帳では体
重増加量や症状などを点数化し、合計点数に応じてどの
ような受診行動を取ればよいかが明示されている。さら
に、京都府医師会が提供する病診連携システム「京あんし
んネット」を利用し、基幹病院とクリニックの循環器専門
医が患者情報を共有し治療に当たるシステムを構築した。
現在、拡充を目指しているところである。

 　ヘルスデータモニタリングシステム（HMS）による
　心不全増悪の予兆発見に期待
　今後本格化が想定される心不全患者のオンライン診療
に備える上で、遠隔モニタリングシステムの整備は必須
である。遠隔モニタリングに必要な指標として、客観性
や侵襲性も考慮すると、体外デバイスで測定する心電図
データ（心拍数、伝導障害、不整脈、ST変化など）や血圧、
体重、酸素飽和度、呼吸などが考えられる。
　われわれは慢性心不全患者30例を登録し、心不全モニ
タリングシステムを活用した外来診察の多施設前向き観
察研究を行った6）。被験者にはOMRON connect対応機
器であるHCR-7800Tおよび体重計（オムロン ヘルスケ
ア社製HN-300T2）を用いて、自宅で1日2回、3カ月間に
わたり体重、血圧、心電図を測定してもらった。モニタリ
ングシステムには、OMRON connectに転送された測定
データや、アプリに記録された自覚症状などの情報をサ
ーバーに自動送信し、リアルタイムで医師のダッシュボー
ドに反映させるヘルスデータモニタリングシステム
（HMS）を使用し、医師はこれらの測定情報を参照しなが
ら通常の外来診療を行った（図）。主要評価項目は体重、
血圧、心電図の測定アドヒアランス、副次評価項目は使

用感の評価と背景因子との関連性調査とした。
　患者背景は、平均年齢72.7歳、男女比19：11、入院患
者6例、ニューヨーク心臓協会（NYHA）心機能分類Ⅰ度：
15例、Ⅱ度：14例、Ⅲ度：1例、MoCA-J※１スコア25.1点、
B型ナトリウム利尿ペプチド（BNP）328.0pg/mL、推算
糸球体濾過量（eGFR）49.1mL/分/1.73m2、左室駆出率
45.4％、Clinical Frailty Scale※２スコア2.7であった。
　3カ月間の測定アドヒアランス（中央値）は、体重97%、
血圧88%、心電図99%と高い継続率が認められた。アド
ヒアランスと患者背景については、いずれの因子とも関連
性は認められなかった。軽度認知障害（MCI）疑い例にお
いても、8割が80％以上と高いアドヒアランスを示した。
　なお、体重の急増は心不全増悪の早期徴候とされるが、
植え込み型デバイスを用いた検討では、心不全増悪の約
2週間前に交感神経の賦活が起こっていると報告されて
いる7）。その徴候を日々の血圧や心電図のモニタリングで
捉えることができれば、早期からの介入が可能になると
考える。
　家庭における血圧や心電図モニタリング技術の進歩は、
心房細動や心房細動に起因する脳梗塞の予防、心不全増
悪の予兆を早期に発見する鍵になると期待される。こう
した技術をまず超高齢社会を迎えた日本で広め、将来的
には世界の人々の健康につなげていきたい。

（的場聖明氏提供）


